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第1表　　　　　独立変数増加の効果
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第’2表

　　　　　　国民経済における投資と消費・

短期的変動（△α＝Oの場合）
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第3表
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国民経済における投資と消費
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国民経済における投資と消費

第4表　　　　基本建設投資の計画と実蹟（各部門別） （単位：徳元）

計
画

実
蹟

実数
比率
実数
比率

投資
総額
427．4
．IOO。

504．　5

100．

：1：業

248．5
58。2

250．3

49．6

農業、水
利、林業

32．6
7．6

41．9

8．3

運輸、郵商　業文化、教都市公
便、電信貿　易育、衛生共事業
　　　　1

82．1　　　　12．8

19．2　 3．0

90。1　　　　21．4

17．9　4．3

30，8　　　　16．0

7．2、　3．7

44，6　　 14．4

8．8　 2．9

（備考）計画は中国研究所訳「中国の第1次5ケ年計画』

　東洋経済新報社による。実蹟は、国家統計局編「偉大な十年』

　外交出版社、（北京）より計算。

示ての反・上もてび5業段るい上計違る
す小がし家重言生農表に部が’廻画い゜
とさ計’蓄工え産業に過門　’又つには一
港じ璽肇縁誉28欝繰護肇蕊磐．凌

’

こ下業を綿あも実様重生は業るは1五
その廻品の糸ろの蹟に点産八と部工セ年
の事つはぞ・うのが’が額五軽門業ンに
意はてほ’く砂゜計計重お及・工が（テ立
味第いぼ）糖生画画工かび○業多特！案

゜業率をが・は工もてらち重・いおさ計
　主はの計雑原業かい生工工八違／いい画
　義多ぞ画穀油過なる産業業対いて事と
　でくくを・・重りがそ内部一が実が実
　あの殆上甘機であ’ので門一か蹟知蹟
　つ場ん廻庶関ある軽もはと・ながらと
　た合ど，る’車つ゜工の’生二り計れの
　事極のの甜（た従業は重産で大画る喰
　をめもに菜以とつ及第工手あきを　゜い
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国民経済における投資と消費

第5表 主要商品の生産計画と実蹟

1952

工農業総生産額（徳元）

工業総生産額（〃）1

農業総生産額（〃）

鋼　　塊　（万トン）

石　　炭　（〃　）

発電量　（徳KWH）

綿　糸（万コリ）
綿　　「花　（万トン）

　827．1

　343．3

　483．9

　135．

6，352．8

　72．　6

　361．8

　130．5

1957計画

実耀19暴

1，249．9

　653．3

　596．　6

　412．

11，298．5

　159．

　500．0

　163。5

　％
151．1

198．3

123．3

306．

178．

219．

138．

125．4

1957実蹟
実数箆19肇

1，387．4

783．9

603．5

535．0

1，300．0

193．4

465．

164．0

　房
167．7

228．4

124．7

396．6

195．5

266．3

128．6

125．8

1959

計画
（実数）

2，　208．

1，470．

　738，

1，200．

33，500．

　390．

　820，

　231．

1959

実蹟
（実数）

2，413。

1，630．

　783．

1，335．

34，780．

　415．

　825．

　241．

（備考）1952、1957計画は『中国の第1次5ケ年計画』による。1957実蹟及び1959

　　計画は「偉大な十年』による。1959実蹟は国家統計局「1959年度国民経済

　　発展状況に関する公報」、中国研究所訳、による。

第6表 労働生産性上昇率及び製品原価引下率の計画（工業）

部 門
“ 1　　労働生産性
　　上昇率（計画）

重　　工　　業　　部

燃料工業各部
機械　工　業　各部
紡　織　工　業　部
軽　　工　　業　　部

その他の各部（工業）

地方政府管轄工業

67．9

63．6

65．2

10．4

75．5

68．5

87．9

T’m一玩

製品原価
引下璽（計画）

20．7

18．3

40．1

9．1

23．　0

28．0

％

（備考）『中国の第1次5ケ年計画』による。

第7表 各部門職員労働者平均賃金上昇率の計画

＼劉工業鯵礫灘電灘本欄商’剰鰻腱講！ヒ纏

計画
上昇率

　％
27．1

33，，12。．、4
19．0 28．0 24．　6 65．7 382

（備考）『中国の第1次5ケ年計画』による。
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第8表

　　　　　国民経済における投資と消費

労働生産性の向上の具体例

1　1957（1952・・1・・）

採炭労働者1人当り平均日産量

製鉄労働者　　〃
製鋼労働者　　〃
セメント労働者　　〃

紡績労働者1人当り平均綿糸生産量

145．8

238．5

192．9

174．3

180．0

（備考）『偉大な十年』による。本表の数字は中央の工業部直属の企業のみのもの
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　国民経済における投資と消費

第9表　　　　　　　　　利潤率及び価格の増加率

1951
1952

1953
1954
1955
1956
1957

△h

一万一

123．8
851　5

86．0
12．8

2．0

59．9

＿
7．4

△9

9

11．9・

6．7

13．3

12．5

13．6

18．6

16．8

△b　　△9

b　　　9
’

111．9
78．8

　72．3

　0，3
，一　11．6

41．3
．一　24．2

△α

α

△r

r

13．　8

＿ L5嘲 11．3

－
5．4　　　13．0

　1．9　－5．0

－ 3．0△－14，1

－ 1．2　
－

2．1

△P、’ △P、△ρ、

PI　　P2　　P3

△－7．6

　0．1

△－1．3

　0．4
00。6
△－0。5

00．9

△－5．4

△－O．1

　3，211．2
　2．2　4．6
00．8　2．6
△　014．2
02．2　4．4

1958 ｝93・・26・・9 66・・11－1生7蝉2△卿3匿・
’

（備考）蓑あ作製につ石そは末尾の附録参照。
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　国民経済における投資と消費

第10表　　　　　生産係数の増加率

1951
1952

1953

1954

1955

1956

1957

1958

△α1

αt

一 36．7

－ 30．4

一一　24．1

＿
11，7

－
9，7

－・　29．9

－
8，8

一　74．9
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一一 31．6
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－ 2．8

　2．7

－ 18，3

　4．1

一
79．7

△a2

a2

一
8．7

－
10．6

一
5，1

－　1，6

　1。9

－一・d 5．6

　0．7

一 22．0
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一
6．2

一
6，6
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　6，0

－
1．O

　l1．7

一 16．3

△α2＿．坐＆
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－
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－
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－
6，7
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f
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（備考）表の作製については末尾の附録参照
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第11表

　　　　　　　　　　　国民経済における投資と消費

生産6労働者・国民所得の増加率　　　　　　　　　　，

1951
1952

1953

1954

1955

1956

1957

△Xl

鎧1

50，4

43，8

　36．5

019．8

014．5

　40．0

018．4

△X2

x2

Ol7．1
018．5

　12．5

　8．2

△4．l
　l1．プ

ム4．・5

△x3

×3
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29．2

　22．5

△IL2
　2．8

△17．3

　15．7

1958 101・3・・
029．2 59．4

△Y

γ
　11．7

022．3

014．0

　5．7

△6．5

　14．0

△4．6

034．0

（備考）表の作製については末尾の附録参照
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卿表　　消韻粧産の変動
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第13表
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e
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o
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（備考）第10表より作製
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第14表 国民所得の変動
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（備考）第9表、第10表より作製
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第15表 利潤率の変動
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（備考）第9表、第10表より作製

第16表 生産手段価格の変動
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（備考）第9表、第10表より作製
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第17表 消費資料価格の変動
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（備考）第9表、第10表より作製
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